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安
保
法
が
成

立
、
何
と
も
落
ち

着
か
な
い
気
分
。

早
く
も
南
ス
ー
ダ

ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
、
駆
け

つ
け
警
護
な
ど
を
行
う
た
め
に

武
器
の
使
用
手
順
の
見
直
し
や

訓
練
を
行
う
と
し
て
い
る
。
防

衛
省
の
外
局
と
し
て
防
衛
装
備

庁
設
置
。
陸
海
空
の
自
衛
隊
の

装
備
を
研
究
開
発
か
ら
購
入
ま

で
一
括
管
理
し
、
海
外
へ
の
武

器
輸
出
を
増
や
す
と
の
こ
と
▼

憲
法
前
文
で
も
読
も
う
と
探
す

も
見
つ
か
ら
ず
。
い
く
つ
か
あ

っ
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
人
に
贈

呈
し
た
の
か
一
冊
も
な
い
。
新

た
に
１
冊
購
入
、
早
速
読
む
。

オ
ヤ
！　

平
和
主
義
の
岐
路
と

も
言
わ
れ
た
安
保
法
は
成
立
し

た
が
こ
の
平
和
憲
法
一
字
一
句

変
え
ら
れ
て
い
な
い
。
堅
牢
な

り
。
素
晴
ら
し
い
▼
自
民
党
は

当
初
憲
法
96
条
で
改
憲
を
画

策
、
し
か
し
国
民
の
反
対
に
あ

き
ら
め
、
説
明
つ
か
ぬ
ま
ま
無

理
無
茶
な
解
釈
改
憲
と
そ
れ
に

基
づ
い
た
違
憲
立
法
。
多
く
の

国
民
が
反
対
、
説
明
不
足
と
し

再
度
研
究
者
が
「
廃
止
」
声

明
。
国
中
で
抗
議
行
動
、
新
た

に
立
ち
上
が
っ
た
高
校
生
を
は

じ
め
、
老
若
男
女
の
国
民
の
輪

が
広
が
る
▼
法
律
は
決
ま
っ
た

が
運
用
と
な
る
と
厳
然
と
し
た

憲
法
の
存
在
、
再
び
〝
違
憲
〞

の
声
は
必
至
。
こ
こ
は
国
民
の

世
論
の
支
え
と
国
会
の
慎
重
か

つ
厳
し
い
運
営
が
要
求
さ
れ
る

▼
こ
れ
ほ
ど
の
法
案
成
立
後
の

騒
然
さ
は
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
。
た
だ
し
一
部
メ
デ

ィ
ア
の
安
保
反
対
デ
モ
へ
の
偏

向
報
道
の
ひ
ど
さ
は
目
に
余
る

が
、
反
省
も
な
い
。
議
会
制
民

主
主
義
を
壊
し
か
ね
な
い
。
断

固
抗
議
だ
。
し
か
し
国
民
は
実

感
し
た
。
政
治
へ
の
参
加
の
仕

方
は
、
選
挙
・
投
票
行
動
だ
け

で
は
な
い
こ
と
を
。
そ
し
て
日

本
国
憲
法
の
堅
固
さ
を 

（
無
）

今 　 号　の　記　事今 　号　の　記　事

安全保障関連法案 強行採決に抗議声明 ２面

第24回日常診療経験交流会プログラム ６面

９・17中央要請行動 ２面

大好評の「景品付きクイズチラシ」今年も11月からスタート

　

「
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ

シ
」
は
、
国
際
的
に
見
て
高
い

日
本
の
患
者
窓
口
負
担
や
社
会

保
障
の
財
源
な
ど
医
療
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て
、
患
者
や
市

民
に
ク
イ
ズ
の
形
で
楽
し
く
知

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

さ
ら
に
「
オ
ー
バ
ー
30
賞
」
と

し
て
、
30
件
以
上
ご
応
募
い
た

だ
い
た
医
療
機
関
か
ら
抽
選
で

10
医
療
機
関
に
２
万
円
分
の
旅

行
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

三
井
生
命
と
日
本
生
命
が
経

営
統
合
す
る
と
の
基
本
合
意
に

至
っ
た
こ
と
が
、
９
月
11
日
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
合
意
に
よ
る
と
、
日
本

生
命
が
株
式
公
開
買
い
付
け
に

よ
り
三
井
生
命
の
全
株
式
を
い

っ
た
ん
取
得
し
子
会
社
化
す

る
、
そ
の
後
、
三
井
グ
ル
ー
プ

各
社
に
株
式
の
15
％
程
度
を
取

得
し
て
も
ら
い
、
三
井
グ
ル
ー

プ
と
の
協
力
関
係
を
維
持
・
発

展
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
後
の
事
業
戦
略

に
つ
い
て
、
両
社
は
三
井
生
命

の
事
業
運
営
の
自
主
性
を
尊
重

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
統
合
後
も
両

社
の
既
存
の
保
険
契
約
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
９
月
27

　

「
患
者
負
担
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
高

い
？
」―

―

日
本
の
医
療
制
度
が
抱
え
る
問
題
を
患
者
・
市
民

に
楽
し
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
協
会
が
毎
年
企
画
し
て
い

る
「
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
」
を
今
年
も
実
施
す
る
。
今
回

は
「
日
本
の
医
療
費
は
高
い
の
？　

安
い
の
？
」
と
題
し
、
国

際
比
較
に
よ
り
日
本
の
窓
口
負
担
の
高
さ
、
一
人
当
た
り
医
療

費
の
低
さ
、
医
師
数
の
少
な
さ
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
は
「
患
者
負
担
が
一
番
高

い
の
は
ど
の
国
？
」
な
ど
の
３

問
で
、
裏
面
の
ヒ
ン
ト
を
読
め

ば
正
解
が
分
か
る
仕
組
み
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
０
０

人
に
三
田
屋
本
店
逸
品
詰
め
合

わ
せ
な
ど
の
グ
ル
メ
景
品
が
当

た
る
。
期
間
は
11
月
か
ら
１
月

末
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

　

前
回
は
、「
患
者
負
担
は
無

料
が
あ
た
り
ま
え
」、「
子
ど
も

の
医
療
費
は
無
料
に
」
を
テ
ー

マ
に
実
施
し
、
１
万
通
超
の
応

募
が
あ
り
、「
初
め
て
日
本
の

貧
困
率
の
高
さ
に
気
づ
き
ま
し

た
。
全
国
一
律
で
子
ど
も
は
無

料
に
す
る
べ
き
で
す
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
協
力
医
療

機
関
か
ら
も
「
患
者
さ
ん
か
ら

景
品
が
当
た
っ
た
と
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
」
と
好
評
だ
っ
た
。

　

会
員
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
医
療

機
関
全
て
に
５
０
０
円
分
の
図

書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

日
に
保
団
連
共
済
部
会
で
三
井

生
命
の
担
当
役
員
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
保
険
医
年
金
等

の
団
体
契
約
に
変
更
が
な
い
こ

と
を
再
度
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
保
険
医
年
金
の
共
同

受
託
会
社
で
あ
る
日
本
生
命
か

ら
も
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
予

定
で
す
。

　

現
在
、
協
会
は
秋
の
３
大
共

済
制
度
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

べ
き
医
療
連
携
の
「
し
あ
わ

せ
」
に
つ
い
て
、
多
職
種
の

医
療
者
が
集
ま
り
交
流
を
深

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
別
講
演
で
は
、
神
戸
大

学
医
学
部
附
属
病
院
薬
剤
部

長
・
医
学
部
教
授
の
平
井
み

ど
り
先
生
に
「
不
要
な
薬
を

減
ら
す
に
は
〜
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。
医
師
免
許
も
持
っ
て

お
ら
れ
る
平
井
先
生
な
ら
で

は
の
、
薬
剤
師
と
の
連
携
の

ヒ
ン
ト
が
う
か
が
え
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

分
科
会
は
、
医
科
・
歯
科

・
薬
科
各
領
域
か
ら
、
第
一

線
で
の
日
常
診
療
上
の
創
意

・
工
夫
な
ど
の
経
験
や
研
究

内
容
を
計
23
演
題
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
文
化
部
「
あ

な
た
と
わ
た
し
の
展
示

会
」、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
医
院
新
聞
コ
ー
ナ
ー
、

生
薬
試
飲
コ
ー
ナ
ー
、
医
療

関
連
業
者
に
よ
る
展
示
会
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
展

示
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

並
行
企
画
も
多
彩
で
す
。

　

日
々
の
診
療
や
患
者
さ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
日
常
診
療
川

柳
」
展
示
も
あ
り
ま
す
。
思

わ
ず
う
な
ず
い
て
し
ま
う
、

ほ
ほ
え
ん
で
し
ま
う
よ
う
な

セ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
傑
作
を
表

彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
さ
れ
た
方
に

は
県
下
11
支
部
に
選
ん
で
い

た
だ
い
た
各
地
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。
こ
ち
ら
も

お
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ

ま
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
詳
細
は

裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
恒
例
の
日
常
診
療
経

験
交
流
会
（
日
常
診
）。
24

回
目
と
な
る
今
年
は
10
月
25

日
（
日
）
に
神
戸
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
。

　

今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
そ
れ
で
も
医
療
は
続
く
〜

地
域
連
携
の
『
し
わ
よ
せ
』

と
『
し
あ
わ
せ
』
〜
」
で

す
。
医
療
費
抑
制
を
目
的
と

し
た
「
機
能
分
化
」
や
「
連

携
」
の
押
し
つ
け
で
医
療
現

場
へ
の
「
し
わ
よ
せ
」
が
懸

念
さ
れ
る
な
か
、
本
来
あ
る

待合室で日本の医療費考えよう待合室で日本の医療費考えよう待合室で日本の医療費考えよう待合室で日本の医療費考えよう
医
療
費
の
国
際
比
較
を
テ
ー
マ
に

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
医
療
機

関
で
配
布
し
、
回
収
し
て
い

た
だ
く
方
式
で
す
（
協
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
応
募
可

能
）。
待
合
室
等
に
用
紙
と

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
て
い

た
だ
き
、
集
ま
っ
た
応
募
用

紙
を
返
信
用
封
筒
で
協
会
に

郵
送
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
グ
ッ

ズ
」（
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
１
０

０
枚
兼
応
募
用
紙
、
ポ
ス
タ

ー
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
、
返
信

用
封
筒
、
す
べ
て
無
料
）
は

ご
注
文
い
た
だ
い
た
会
員
に

お
届
け
し
ま
す
。
月
刊
保
団

連
10
月
号
に
同
封
の
応
募
用

紙
に
記
入
の
上
、
協
会
Ｆ
Ａ

Ｘ
078―

393―

１
８
０
２
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参加医院には参加賞も 　
　 まずはグッズの注文を！

▽注文票は月刊保団連10月号
に同封しています　　　

第
24
回
日
常
診
へ
ご
参
加
を

医
療
連
携
の「
し
あ
わ
せ
」

交
流
を
深
め
よ
う

６面にプログラム

理事長　西山裕康

憲法いかし、いのちまもる

いずれも交通費・食費等協会負担、
お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　10月22日（木）13時～（開場12時～）
会　場　東京都・日比谷野外音楽堂
　　　　（終了後、東京駅までパレード）
ゲスト　精神科医・立教大学教授　香山リカさん

ドクターズドクターズ・・ラン＆ウォークラン＆ウォーク
日　時　11月３日（火・祝） 10時30分～
ルート　 スタート：新宿駅東口アルタ前→渋谷駅ハチ

公像→ゴール：新宿駅西口
内　容　 ルートの歩道を走ったり、歩いたりしながら

「守ろう平和、守ろう医療」をアピール

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）放送期間　2015年10月～2016年３月

〈10月の放送予定〉
10月８日　今日は1

イレバ

08デー　保険でより良い歯科医療を（仮）
　　15日　 ロコモティブシンドロームって何？（仮）
　　22日　 オーラルフレイルと医科歯科連携（仮）

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の

参
加
・
応
募
方
法

４面に案内

ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分頃～
「医療知ろう！」好評放送中！！

〈

〉
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協
会
・
保
団
連
は
９
月
17

日
、
中
央
要
請
行
動
を
実
施

し
、
兵
庫
協
会
か
ら
近
重
民
雄

副
理
事
長
、
足
立
了
平
・
加
藤

隆
久
両
理
事
が
参
加
し
た
。

　

参
議
院
の
特
別
委
員
会
で
の

安
全
保
障
関
連
法
案
の
採
決
を

め
ぐ
り
、
与
野
党
の
攻
防
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
中
、
兵
庫
協

会
は
「
安
保
関
連
法
案
に
反
対

す
る
」
医
師
・
歯
科
医
師
ア
ピ

ー
ル
の
賛
同
者
３
３
２
人
の
名

簿
を
内
閣
府
、
兵
庫
選
出
国
会

議
員
に
提
出
し
、
国
民
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科

医
師
と
し
て
、
日
本
を
海
外
で

戦
争
で
き
る
国
に
す
る
法
案
の

廃
案
を
求
め
た
。

　

井
坂
信
彦
（
維
新
）・
堀
内

照
文
（
共
産
）
両
衆
議
院
議

員
、
山
下
芳
生
参
議
院
議
員

（
共
産
）
が
面
談
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
法
案
成
立
阻
止
の
た
め

全
力
を
尽
く
し
た
い
と
語
っ

た
。国

会
内
集
会
で

足
立
理
事
が
訴
え

　

国
会
議
員
会
館
内
で
は
、
安

保
法
案
廃
案
を
求
め
る
集
会
が

行
わ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

医
師
・
歯
科
医
師
や
医
学
生
が

同
法
案
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

廃
案
を
訴
え
た
。

　

兵
庫
協
会
か
ら
は
、「
安
保

関
連
法
案
に
反
対
す
る
」
ア
ピ

ー
ル
賛
同
者
と
し
て
保
団
連
作

成
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
登
場
し
た

足
立
了
平
理
事
が
、
神
戸
常
盤

大
学
短
期
学
部
口
腔
保
健
学
科

教
授
と
し
て
発
言
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
以
来
、
命
を
守
る
災

害
支
援
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
す

る
中
で
、
自
衛
隊
の
災
害
支
援

活
動
を
高
く
評
価
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
の
自
衛
官
が
海

外
で
殺
し
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
法
案
は
廃
止
す
べ
き
な

ど
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
赤
穂
市
民
病
院

の
名
誉
院
長
で
全
国
自
治

体
病
院
協
議
会
会
長
の
邉

見
公
雄
先
生
か
ら
も
「
憲

法
９
条
と
国
民
皆
保
険
こ

そ
日
本
が
世
界
に
誇
る
も

の
」
と
す
る
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
衆

参
両
院
の
国
会
議
員
が
多

数
参
加
し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る

県
内
避
難
者
を
対
象
と
し
た
健

康
診
断
が
８
月
23
日
に
実
施
さ

れ
た
（
９
月
５
日
号
既
報
）。

小
児
科
の
診
察
に
参
加
し
た
池

内
春
樹
名
誉
理
事
長
の
参
加
記

を
掲
載
す
る
。

　　

兵
庫
県
民
主
医
療
機
関
連
合

会
（
民
医
連
）
主
催
で
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原

発
事
故
後
に
避
難
さ
れ
兵
庫
県

内
に
在
住
の
方
を
対
象
に
行
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
避
難
者

健
康
診
断
も
、
８
月
23
日
に
尼

崎
医
療
生
協
病
院
で
行
わ
れ
た

健
診
で
５
回
目
を
迎
え
た
。
兵

庫
県
保
険
医
協
会
も
最
初
か
ら

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
回
は
小
児
科
の
辻
一
城

副
理
事
長
と
眼
科
の
山
中
忍
理

事
と
と
も
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

第
１
回
の
時
、
少
な
く
と
も

10
年
間
は
健
診
を
続
け
よ
う
と

決
め
た
。
第
４
回
ま
で
の
健
診

で
１
５
８
人
の
方
を
健
診
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
内
訳
は
内
科

が
73
人
、
小
児
科
が
85
人
で
、

総
合
判
定
で
は
異
常
な
し
が
内

科
で
２
人
、
小
児
科
で
11
人
で

あ
り
、
要
治
療
や
要
精
密
検
査

が
内
科
で
36
人
（
49
％
）、
小

児
科
で
38
人
（
45
％
）、
そ
の

他
が
軽
度
異
常
・
要
経
過
観
察

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
甲
状

腺
エ
コ
ー
検
査
で
は
、「
の
う

胞
や
結
節
を
認
め
な
い
」
が
内

科
で
36
人
（
49
％
）、
小
児
科

で
43
人
（
51
％
）
で
あ
っ
た
。

　

避
難
者
の
費
用
負
担
は
大
人

（
高
校
生
以
上
）
が
５
０
０
０

円
、
小
児
が
２
０
０
０
円
で
、

負
担
の
軽
減
が
課
題
で
あ
る
。

　

定
員
は
50
人
で
あ
る
が
、
何

回
も
継
続
し
て
受
診
さ
れ
て
い

る
方
も
多
く
、
大
人
に
は
家
族

分
の
「
私
の
健
康
フ
ァ
イ
ル
」

を
お
渡
し
し
て
、
健
康
管
理
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
退
屈
し
な
い
よ

う
、
健
診
や
採
血
や
甲
状
腺
エ

コ
ー
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
回

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
の
協
力
で
子
ど
も
た
ち
の
学

習
サ
ポ
ー
ト
や
輪
投
げ
や
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
た
だ
い
た
。
今
回

初
め
て
兵
庫
県
弁
護
士
会
が
参

加
さ
れ
、
何
で
も
相
談
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

健
診
時
の
相
談
で
は
、
鼻
出

血
が
続
い
て
い
る
、
甲
状
腺
エ

コ
ー
検
査
で
５
㎜
以
下
の
結
節

や
20
㎜
以
下
の
の
う
胞
が
見
ら

れ
た
、
原
発
事
故
以
後
に
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
が
異
常
が
な
い

か
心
配
な
ど
、
い
ま
だ
に
原
発

事
故
の
影
響
に
悩
ん
で
お
ら
れ

る
ご
家
族
は
多
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
避
難
者
に
寄
り

添
っ
て
健
診
を
続
け
て
い
き
た

い
。

◇
出
席　

27
人

◇
情
勢　

厚
生
労
働
省
は
、
市

販
薬
を
年
１
万
円
以
上
購
入
す

る
世
帯
の
税
負
担
を
軽
く
す
る

制
度
を
税
制
改
正
要
望
に
盛
り

込
ん
だ
。「
自
己
治
療
」
を
推

進
し
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
を

抑
制
す
る
狙
い
。
ま
た
が
ん
検

診
や
予
防
接
種
の
費
用
を
所
得

か
ら
控
除
す
る
制
度
の
創
設
も

盛
り
込
ん
だ
。

◇
医
療
活
動
報
告　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
健
康
被
害
救
済
制
度

に
つ
い
て
二
つ
の
異
な
る
制
度

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

厚
生
労
働
省
が
制
度
の
統
一
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
、
９
月
か

ら
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種

・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
副
反
応
検

討
部
会
で
、
予
防
接
種
後
に
生

じ
た
症
状
に
関
す
る
追
跡
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
議
論
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

保
団
連
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
入
院
・
介
護
と
口

腔
」
の
購
入
が
承
認
さ
れ
た
。

◇
震
災
対
策　

①
借
上
復
興
住

宅
弁
護
団
か
ら
依
頼
さ
れ
た

「
高
齢
入
居
者
の
退
去
強
制
リ

ス
ク
に
つ
い
て
の
見
解
」
を
発

出
す
る
こ
と
、
②
北
関
東
・
東

北
地
方
の
豪
雨
災
害
に
お
け
る

医
療
機
関
等
の
被
害
に
つ
い
て

状
況
が
確
認
さ
れ
次
第
、
兵
庫

協
会
と
し
て
支
援
を
行
う
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の

会　

市
民
学
習
会
「
武
装
解
除

の
プ
ロ
伊
勢
崎
賢
治
が
語
る　

日
本
人
と
戦
争
の
こ
れ
か
ら

（
９
／
６
）」
の
内
容
が
報
告

さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

安
保
法
制
反

対
集
会
（
８
／
29
・
30
）、
近

畿
反
核
医
師
懇
談
会
（
９
／

６
）
に
つ
い
て
参
加
体
験
が
役

員
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

（
９
月
12
日　

理
事
会
よ
り
）

安全保障関連法案　強行採決に抗議声明

　９月19日、参議院本会議で安全保障関連法案が可決・成立したことに対し、協
会は９月26日の第1025回理事会で、下記の声明を採択し、関係機関に送付した。
 

2015年９月26日

安全保障関連法案の強行採決に断固抗議します
兵庫県保険医協会
第1025回理事会
理事長　西山裕康

　９月19日未明、参議院本会議において、安全保障関連法案が採決、自民、公明
などの賛成多数で可決成立しました。

　私たちは、国民のいのちと健康を守る医師、歯科医師の団体として安全保障関
連法案に対し、国民が長く守り続けてきた日本国憲法に謳われた平和主義、専守
防衛の国是を根本から変え、自衛隊員をはじめ、国民一人ひとりのいのちを軽視
し危険にさらすものとして反対をしてきました。

　法案に対しては、日本弁護士連合会や圧倒的多数の憲法学者、歴代内閣法制局
長官、元最高裁判所長官を含む最高裁判所判事経験者が違憲との考えを示すな
ど、その違憲性が明らかになっています。

　さらに、主要メディアの世論調査では、安保法案に「反対」とする意見が「賛
成」を大きく上回り、多くの国民が法案に反対の意を示しました。衆院強行採決
前後には連日、国会を２万人以上の市民が包囲し、８月30日には12万人の人々
が、国会周辺を埋めつくし抗議行動を行いました。

　しかし、こうした国民の反対意見に対し、政府の説明は極めて不十分で、本法
案に対する国民の理解は深まることなく、むしろ政府・与党が民意を無視して、
本法案を強行採決したことは、立憲民主主義国家としての日本の歴史に大きな禍
根を残すものです。

　一方、法案に反対する市民の運動において、学生や母親などこれまで「政治的
活動に消極的」とも言われてきた層も含めて多くの国民が、国是である立憲主義
や民主主義、平和主義を守る運動に参加しました。

　私たちはこうした人々とともに、国民のいのちを脅かす安全保障関連法の適用
と運用に反対し、廃止に向けた取組を続けていく決意です。

い
の
ち
を
軽
視
す
る

　
　
　
　

安
保
法
案
に
懸
念

９・17中央
要請行動

参 加 記

名
誉
理
事
長　
　

池
内　

春
樹

避
難
者
に
寄
り
添
い

健
診
続
け
て
い
き
た
い

兵
庫
民
医
連　

原
発
事
故
避
難
者
健
診

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

藤
盛　

義
文
先
生

須
磨
区　

小
児
・
内
科

６
月
１
日　

享
年
84
歳

杉
本　

公
允
先
生

宝
塚
市　

内
・
胃
腸
科

７
月
７
日　

享
年
87
歳

●③

●②

●①

井坂（①右）・堀内（②右）両衆院
議員、山下参院議員（③左）に（①
左から）加藤理事・近重副理事長・
足立理事が要請を行った

国
会
内
集
会
で
発
言
す
る

足
立
理
事
（
中
央
） 　
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昔ながらの伝統が受け継がれ、区内を練り
歩く篠原地区のだんじり（著者撮影）　 　

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

灘
区
の
区
境
に
は
、
西
は

神
戸
市
立
王
子
動
物
園
、
東

は
石
屋
川
が
あ
る
。

　

阪
急
六
甲
駅
で
お
り
る
と

す
ぐ
南
側
に
は
六
甲
八
幡
神

社
が
あ
り
、
商
業
施
設
が
ほ

と
ん
ど
で
き
ず
今
も
昔
と
変

わ
ら
な
い
街
並
み
。

　

Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
周
辺
は
、

も
と
も
と
市
バ
ス
が
や
っ
と

す
れ
違
う
こ
と
の
で
き
る
道

路
だ
っ
た
が
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
後
、
副
都
心
再
開
発

で
拡
張
さ
れ
、
ま
た
灘
区
役

所
も
移
転
さ
れ
、
町
全
体
が

整
備
さ
れ
活
気
に
満
ち
て
い

る
。

　

灘
区
の
北
側
に
は
、
摩
耶

山
、
六
甲
山
、
六
甲
山
牧
場

が
あ
る
。
灘
の
水
は
〝
宮

水
〞
と
し
て
有
名
で
あ
り
、

国
道
43
号
線
の
南
側
に
は
酒

蔵
が
あ
る
。
今
は
な
く
な
っ

た
が
、〝
六
甲
の
お
い
し
い

水
〞
の
取
水
場
が
あ
り
、
朝

早
く
か
ら
大
型
の
タ
ン
ク
車

が
来
て
水
を
汲
み
上
げ
て
運

神戸支部　鈴田　明彦
灘 ㊦

ん
で
い
た
。

　

ま
た
豊
富
な
地
下
水
が
あ

る
た
め
、
お
風
呂
屋
さ
ん
も

多
い
町
。
今
で
は
道
路
に
な

っ
て
い
る
が
、
昔
は
海
岸
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
〝
脇

浜
〞
と
い
う
地
名
、
船
寺
神

社
が
残
る
。

　

４
月
に
な
れ
ば
摩
耶
ケ
ー

ブ
ル
下
の
桜
ト
ン
ネ
ル
、
王

子
動
物
園
の
夜
桜
の
通
り
抜

け
。

　

お
寺
や
神
社
も
多
く
、
５

月
に
行
わ
れ
る
だ
ん
じ
り
祭

り
で
は
、
都
賀
、
八
幡
、
篠

原
、
上
野
、
畑
原
、
五
毛
各

地
区
の
だ
ん
じ
り
が
、
灘
区

内
を
練
り
歩
き
、
昔
な
が
ら

の
伝
統
が
受
け

継
が
れ
て
い

る
。

　

灘
区
の
真
ん

中
に
は
長
い
水

道
筋
商
店
街
が

あ
り
、
元
気
あ

ふ
れ
大
き
な
呼

び
込
み
の
声
が

聞
こ
え
る
。

　

自
然
の
恵
み

と
と
も
に
生
き

て
い
る
街
で
あ

る
。

 

（
お
わ
り
）

感
想
文

焼き上がり
楽しみな干支作り

文化部　陶芸体験企画文化部　陶芸体験企画
　

文
化
部
は
９
月
６
日
、
神
戸

市
中
央
区
の
コ
ミ
ス
タ
神
戸
で

丹
波
焼
・
陶
芸
体
験
企
画
「
２

０
１
６
年
の
干
支  

申
（
さ

る
）
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
を
開
催
。
丹
波
焼
陶
工

の
上
中
稲
右
衛
門
氏
を
講
師

に
、
会
員
と
家
族
、
ス
タ
ッ
フ

ら
17
人
が
参
加
し
た
。
参
加
し

た
貞
岡
岐
信
先
生
の
ご
家
族
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

コ
ミ
ス
タ
神
戸
に
陶
芸
体
験

を
し
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
日

の
題
材
は
、
来
年
の
干
支
で
あ

る
申
（
さ
る
）
で
し
た
。
２
作

品
作
っ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
自
分
の
干
支
で
あ
る

酉
（
と
り
）
も
作
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
い
つ
も
鳥
の
よ
う
に

バ
タ
バ
タ
し
て
い
て
落
ち
着
き

が
な
い
…
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
サ
ル
と
鳥
と
い
う
さ
わ
が

し
い
も
の
を
作
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

粘
土
を
つ
か
ん
で
み
る
と
最

初
は
や
わ
ら
か
か
っ
た
の
に
、

だ
ん
だ
ん
と
固
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
い
つ
も
友
達
と
ど
っ

ち
の
泥
団
子
が
固

い
か
競
い
合
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の

粘
土
を
持
っ
て
帰

り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

父
と
山
に
行
っ

た
時
に
は
、
い
つ

も
粘
土
層
を
探
し

ま
す
。
そ
の
粘
土

が
前
に
あ
る
と
ワ

ク
ワ
ク
し
て
き
ま

し
た
。

　

陶
芸
の
先
生
は

か
っ
こ
い
い
青
い

服
を
着
て
い
ま
し

た
。
父
に
「
あ
れ

は
何
と
言
う
名
前
の
服
？
」
と

聞
く
と
「
作
務
衣
だ
よ
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

作
っ
て
い
る
う
ち
に
、
物
足

り
な
く
な
り
、
来
年
の
年
賀
状

を
立
て
る
は
が
き
立
て
を
サ
ル

の
後
ろ
に
つ
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
鳥
は
大
空
を
は
ば
た
く

置
物
に
し
ま
し
た
。

　

サ
ル
の
顔
を
作
ろ
う
と
思
っ

た
け
ど
、
な
か
な
か
思
い
出
せ

ま
せ
ん
。
い
つ
も
テ
レ
ビ
で
見

て
い
る
の
に
、
し
っ
ぽ
の
位
置

や
顔
の
形
が
難
し
か
っ
た
で

す
。

　

先
生
か
ら
サ
ル
と
は
が
き
立

て
を
く
っ
つ
け
る
方
法
を
教
え

て
も
ら
い
、
や
っ
と
完
成
し
ま

し
た
。
ぼ
く
な
り
に
う
ま
く
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
焼
き
上
が

る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
来
年
の
お
正
月
が
楽
し

み
で
す
。

【
宝
塚
市
・
さ
だ
お
か
歯
科
医
院

家
族　

貞
岡
慶
史
朗
（
10
歳
）】

手本を見せる講師（右）の手元を見つめる参加者

第511回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

プライマリ・ケア医に伝えたいこと

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

～ポケットエコー、筋膜性疼痛、機器進歩の地域への影響力～

　間近に迫る超高齢社会に対応するため奮闘している地域の現場に伝えたいこと
の中から、今回は特にプライマリ・ケア医に伝えたい４項目を取り上げる。
１） 医師のパワースーツとして現場の診療力を100倍に向上させるエコー機器
２） 医療の民主化を促し、多職種連携を発展させるための多職種使用の「判断の

ためのポケットエコー」
３） 疼痛治療に携わるプライマリ・ケア医の急増を支える、安全・簡単・有効的

な治療手段としての「エコー×生理食塩水×筋膜性疼痛」という整形内科技
術

４） 人々にとって必要かつ身近な医療の発展的転換を図るために、ヘルスケア・
デバイスと地域が効果的かつ適切に融合・協力するための注意点と考え方

 【小林　記】

自 慢自 慢

地 

元
自 慢自 慢自 慢自 慢

私
の

32

★★

支 　 部 　 の 　 催 　 物 　 案 　 内支 　 部 　 の 　 催 　 物 　 案 　 内

日　時　10月17日（土）14時30分～
会　場　協会５階会議室
記念講演　 高齢者のてんかんの特徴と治療

－認知症と間違えないように－
講　師　 兵庫医科大学内科学神経・脳

卒中科教授　武田正中先生
※終了後、懇親会（参加費無料）

■神戸支部■第36回総会・記念講演 ■北播支部■職員接遇研修会
日　時　10月17日（土）14時～
会　場　小野商工会館中会議室
テーマ　“感じのよい”接遇とは　
　　　　～クレーム・電話対応も含めて
講　師　 マネージメント・コンサルタ

ント　松田幸子先生
参加費　1000円（受講証を発行）

近時の相続税改正と相続対策のポイント近時の相続税改正と相続対策のポイント
日　時　10月24日（土）15時30分～17時　会　場　協会６階会議室
講　師　野村信託銀行資産承継サービス部長　水谷　督氏

　2015年１月からの相続税の基礎控除の引き下げもあり、「相続」に関する関心は
これまでになく高まっています。
　本セミナーでは最近の相続税改正のポイントや節税に偏った相続対策のデメリッ
ト、そしてそれを踏まえた適正な相続対策の考え方を解説するとともに、遺言の活
用や個人医院あるいは医療法人に係る相続対策について分かりやすく解説します。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805　共済部まで

融資制度のご案内

★取り扱い金融機関は、京都銀行、みなと銀行、但馬銀行、尼崎信用金庫、姫路信用金庫、
　日新信用金庫、淡路信用金庫、中兵庫信用金庫です。
★金融機関により利率、借入金額の上限が異なりますので、
　詳細は融資部☎078－393－1817納富までお問い合わせください。

医院の運転資金や増改築資金、ご子息の教育費、開業資金などにご利用ください。
勤務医のみなさま方には無担保の勤務医生活安定資金をご用意しています。

勤務医生活安定資金

新規開業資金

子弟教育資金設備資金

運転資金 住宅資金

最高最高 最高

最高最高最高

第24回日常診療経験交流会プレ企画

日　時　10月17日（土）17時～　会　場　県農業会館101・102会議室
講　師　弘前大学医学部附属病院総合診療部助手　　小林　只先生
共　催　日本シグマックス株式会社

兵庫県保険医協会へのお問い合わせは
ダイヤルインをご利用ください
〈受付　９時30分～17時〉

共済制度

078－393－1805

医科　保険点数
審査・指導相談

078－393－1803

経営・税務・融資
開業相談　　　　

078－393－1817

歯　科

078－393－1809

新聞・政策・反核
平和・環境公害　

078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

ライフプランセミナーのご案内ライフプランセミナーのご案内

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで



！　

医療事故、医療施設
の事故を補償

月払１口１万円～／一時払１口50万円～

医師・歯科医師の資産形成におすすめです。
加入者54,000人、積立金総額１兆２千億円

■ 団体保険だから断然安い保険料　　　
■ 毎年高配当を継続　過去6年平均45％配当
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円セット加入あり
■ 医師による診査はありません
■ 最長75歳まで保障
■ ライフプランに合わせていつでも
　 増額･減額可

・急な出費にも１口単位で解約可能
・払込が困難なときは掛金中断、余
　裕ができたら掛金再開

ご加入者が5,000人を超えました。
いまご加入の保険の見直しに効きます！

自在性が
魅力！

１．最長75歳まで、730日の充実保障
２．割安な掛金が満期まで上がりません
３．掛け捨てではありません
４．弔慰・高度障害給付あり
５．自宅療養、代診をおいても給付
６．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
７．所得補償保険との重複受給ＯＫ

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を
払っていませんか？

休業保障制度の上乗せに

休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店
手数料を含まない、非営利･助け合いの共済です。手数料を含まない、非営利･助け合いの共済です。

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度 グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険 保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険
医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

２０１５年(平成２７年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７９４号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （４）

感
想
文

　

但
馬
支
部
は
９
月
19
日
、
公

立
豊
岡
病
院
で
、
他
科
を
知
る

会
「
専
門
医
に
聞
く―

開
業
医

で
こ
こ
ま
で
診
て
ほ
し
い―

」

の
皮
膚
科
シ
リ
ー
ズ
第
３
回
と

な
る
「
外
来
診
療
に
お
け
る
皮

膚
潰
瘍
、
褥
瘡
治
療
に
つ
い

て
」
を
開
催
。
公
立
豊
岡
病
院

皮
膚
科
の
秋
山
創
先
生
が
講
師

を
務
め
、
会
員
ら
６
人
が
参
加

し
た
。
舟
木
宏
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

　

最
初
に
褥
瘡
の
分
類
、
治
療

の
ポ
イ
ン
ト
の
講
義
が
あ
り
、

続
い
て
実
際
の
症
例
が
出
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
熱
傷
、
癌
切

除
後
の
潰
瘍
、
足
趾
切
除
後
な

ど
の
治
療
経
過
が
ス
ラ
イ
ド
で

示
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
は
、
あ

ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
た
質
問
へ

の
回
答
で
、
帯
状
疱
疹
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
白
癬
な
ど
に

つ
い
て
で
し
た
。

　

当
日
、
一
番
興
味
深
か
っ
た

の
は
、
褥
瘡
の
滲
出
液
を
持
続

的
に
吸
い
取
る
簡
易
装
置
「
Ｐ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
」
の
紹
介
で
し
た
。
患

部
に
張
り
付
け
る
ス
ポ
ン
ジ
風

の
パ
ッ
ド
と
チ
ュ
ー
ブ
に
吸
引

装
置
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
デ
ィ
ス

ポ
製
品
で
、
１
〜
２
日
電
池
で

動
き
ま
す
。
１
万
円
以
上
す
る

実
物
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
は
２
回
目
で
し
た
が
、
少

人
数
で
、
講
義
の
途
中
で
も
気

軽
に
質
問
で
き
、
基
本
的
な
こ

と
か
ら
的
外
れ
な
質
問
に
対
し

て
も
、
秋
山
先
生

の
て
い
ね
い
な
回

答
が
聞
け
ま
し

た
。
今
後
の
但
馬

支
部
研
究
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
豊
岡
市

 

舟
木　
　

宏
】

　

尼
崎
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

（
労
災
型
）
の
第
１
回
控
訴

審
が
９
月
７
日
、
大
阪
高
等

裁
判
所
で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
裁
判
は
、
溶
接
工

と
、
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工
場
に

ア
ス
ベ
ス
ト
を
搬
入
し
て
い

た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
、
そ

れ
ぞ
れ
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
が

原
因
で
肺
が
ん
に
罹
患
し
て

亡
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
規
制
を
怠
っ
た
国
、
安

全
配
慮
義
務
を
怠
っ
た
ク
ボ

タ
に
対
し
て
、
遺
族
が
賠
償

を
求
め
て
い
る
も
の
。
協
会

尼
崎
支
部
も
こ
の
裁
判
を
支

援
す
る
「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

か
ら
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

尼
崎
の
会
」
に
加
盟
し
、
協

力
し
て
き
た
。

　

一
審
の
神
戸
地
裁
判
決
で

は
、
低
濃
度
の
ア
ス
ベ
ス
ト

曝
露
に
よ
っ
て
重
大
な
健
康

被
害
が
生
じ
る
と
の
医
学
的

な
知
見
が
確
立
し
て
い
な
か

っ
た
な
ど
と
し

て
、
国
と
ク
ボ
タ

の
責
任
が
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

第
１
回
控
訴
審

で
は
、
遺
族
２
人

が
「
ア
ス
ベ
ス
ト

曝
露
に
よ
り
主
人

は
苦
し
み
な
が
ら

亡
く
な
っ
た
」

「
裁
判
所
は
私
た

ち
の
主
張
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
て

ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
陳
述
を
行

い
、
国
、
ク
ボ
タ
の
加
害
責

任
を
訴
え
た
。

　

報
告
集
会
で
は
、
同
会
会

長
の
船
越
正
信
先
生
（
尼
崎

医
療
生
協
理
事
長
）
が
「
こ

の
裁
判
で
の
勝
利
が
全
国
の

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
救
済

に
つ
な
が
る
」、
八
木
秀
満

協
会
理
事
・
尼
崎
支
部
長
が

「
５
万
筆
を
目
標
に
、
労
働

者
の
い
の
ち
と
健
康
を
尊
重

す
る
公
平
・
公
正
な
判
決
を

求
め
る
署
名
を
集
め
よ
う
」

と
訴
え
た
。

　

第
２
回
控
訴
審
は
12
月
４

日
に
開
か
れ
る
予
定
。

　

※
尼
崎
支
部
で
は
、
公
平

・
公
正
な
判
決
を
求
め
る
署

名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

署
名
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

先
生
は
、
☎
078―

393―

１
８

０
９
石
本
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

総
会
記
念
市
民
公
開
講
演

会
で
今
回
も
司
会
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
池
田
さ

ん
は
有
名
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

作
家
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
耳

に
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
実

際
に
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
た
次
第
で
し
た
。
し

か
し
、
講
演
は
そ
ん
な
こ
と

は
関
係
な
く
、
世
界
に
対
す

る
日
本
の
姿
勢
に
つ
い
て
語

ら
れ
、
大
変
感
動
い
た
し
ま

し
た
。

　

現
時
点
で
も
「
国
際
平
和

支
援
法
」「
平
和
安
全
法
制

整
備
法
」
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
な
議
論
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
に
関
し
て
も
深

く
、
鋭
い
見
解
を
示
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
向
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
歴
史

的
な
方
向
も
含
め
て
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
、
大
変
有

意
義
な
時
間
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
続
編
と
し

て
次
回
は
も
う
少
し
多
く
の

時
間
を
か
け
て
池
田
さ
ん
に

講
演
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

痛
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

【
芦
屋
市
・
歯
科

 

谷
端　

美
香
】

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
18
日
、
西
宮
市
勤
労
会
館
で

第
35
回
支
部
総
会
を
開
催
。
総
会
議
事
で
は
、
２
０
１
４

年
度
活
動
報
告
、
15
年
度
方
針
案
と
、
新
支
部
役
員
体
制

が
承
認
さ
れ
た
。
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会
で
は
「
１

０
０
人
の
村　

あ
な
た
も
こ
こ
に
生
き
て
い
ま
す
」
と
題

し
て
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
・
口
承
文
芸
研
究
家
の
池
田
香

代
子
氏
が
講
演
し
、
１
８
０
人
が
参
加
し
た
。
谷
端
美
香

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

歯
科
部
会
は
８
月
22
日
、
洲

本
市
健
康
福
祉
館
で
、
淡
路
支

部
で
２
回
目
と
な
る
歯
科
社
保

・
審
査
、
指
導
対
策
歯
科
会
員

懇
談
会
を
開
催
し
、
13
人
が
参

加
し
た
。
元
津
敏
文
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

は
じ
め
に
、
高
田
裕
淡
路
支

部
長
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
今
、
口
腔
ケ
ア
の
大
切

さ
、
医
科
・
歯
科
の
連
携
が
必

要
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

的
な
受
診
が
リ
コ
ー
ル
と
み
な

さ
れ
る
と
初
診
は
再
診
に
、
ス

ケ
ー
リ
ン
グ
が
再
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
に
査
定
さ
れ
、
さ
ら
に
査
定

・
返
戻
が
多
く
な
る
と
審
査
区

分
が
Ａ
区
分
（
要
注
意
）
に
ラ

ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
い
っ
た
ん
リ
コ
ー
ル
が

疑
わ
れ
る
と
根
治
の
任
意
中
断

の
ケ
ー
ス
で
も
初
診
は
再
診

に
、
感
根
処
は
貼
薬
な
ど
徹
底

し
て
査
定
さ
れ
る
と
説
明
。
納

　

続
い
て
、
歯
科

部
会
の
谷
端
美
香

先
生
が
、「
電
子

請
求
義
務
化
後
の

審
査
強
化
と
Ｐ
治

療
の
流
れ
」
と
題

し
て
説
明
し
た
。

　

社
保
で
の
縦
覧

点
検
で
は
７
カ
月

間
の
請
求
の
整
合

性
、
傾
向
が
比
較

さ
れ
、
国
保
に
つ

い
て
も
そ
ろ
そ
ろ

始
ま
る
と
報
告
さ

れ
た
。
特
に
Ｐ
治

療
に
お
い
て
定
期

得
い
か
な
い
査
定
は
再
審
査
請

求
を
す
べ
き
と
強
調
し
た
。

　

続
い
て
、
協
会
副
理
事
長
の

川
村
雅
之
先
生
が
「
個
別
指
導

の
現
状―

日
頃
か
ら
カ
ル
テ
記

載
の
充
実
を―

」
と
題
し
て
説

明
し
た
。

　

カ
ル
テ
と
は
診
療
の
内
容
と

正
当
性
を
証
明
す
る
重
要
な
医

療
行
為
の
記
録
文
章
で
あ
り
、

充
実
を
は
か
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
特
に
最
近
は
「
第
三
者
が

見
て
も
分
か
る
カ
ル
テ
」
が
大

切
で
、
大
学
教
育
で
も
診
療
経

過
を
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
方
式
で
記
載
す

る
方
法
が
主
流
と
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ

方
式
と
は
、S-Subjective

（
患

者
の
訴
え
）、O

-O
bjective

（
術
者
が
診
た
所
見
）、

A-Assessm
ent

（
Ｓ
と
Ｏ
に
対

す
る
術
者
の
判
断
）、P-Plan

（
患
者
へ
の
説
明
や
治
療
方

針
）
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
難
抜
歯
の
定
義

の
確
認
、
算
定
時
の
Ｐ
Ｃ
入
力

法
の
工
夫
、
技
工
指
示
書
の
記

載
事
項
、
歯
管
算
定
時
の
記
載

事
項
、
補
診
算
定
時
、
６
歯
以

上
ブ
リ
ッ
ジ
時
の
サ
ベ
イ
ヤ
ー

を
用
い
て
模
型
上
で
の
平
測
等

の
記
載
を
適
切
に
す
る
こ
と
、

集
団
指
導
か
ら
始
ま
る
各
種
指

導
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
参
加
者
か
ら
活
発
な

質
疑
応
答
が
あ
り
、
予
定
時
間

を
超
過
し
て
終
了
し
た
。

【
淡
路
市
・
歯
科

 

元
津　

敏
文
】

カルテ記載の注意点など多数の質問が出された

歯科社保・審査会員懇談会in淡路

審査の現状や
各種指導の情報交換

秋山先生が実技を交えて
分かりやすく解説　　　

実
際
の
症
例
示
し
な
が
ら

皮
膚
潰
瘍
、褥
瘡
治
療
学
ぶ

船越先生が「裁判の勝利が被害者の
救済につながる」と訴えた　　　　

尼崎アスベスト裁判（労災型）第１回控訴審

「私たちの主張受けとめて」
遺族が意見陳述

『世界がもし100人の
村だったら』がベスト
セラーとなった池田香
代子氏が安保関連法の
問題点を語った　　　

感 想 文

安
保
関
連
法
を
め
ぐ
る

情
勢
熱
く
語
る

西
宮
・
芦
屋
支
部　

総
会
・
市
民
公
開
講
演
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

総
会
・
市
民
公
開
講
演
会

感 想 文 但
馬
支
部　

他
科
を
知
る
会「
皮
膚
科
」

但
馬
支
部　

他
科
を
知
る
会「
皮
膚
科
」
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（
６
月
25
日
号
か
ら
の
つ
づ

き
）

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
紀
元
前

３
８
４
年
〜
３
２
２
年
）
が
原

子
論
に
ふ
れ
る
際
に
「
レ
ウ
キ

ッ
ポ
ス
と
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の

説
」
と
し
て
言
及
し
て
い
る

が
、
レ
ウ
キ
ッ
ポ
ス
（
紀
元
前

４
３
０
年
頃
）
は
原
子
論
の
創

始
者
で
あ
り
、
弟
子
の
デ
モ
ク

リ
ト
ス
（
紀
元
前
４
６
０
年
〜

３
７
０
年
頃
）
は
そ
の
完
成
者

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

両
者
と
も
に
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス

の
数
学
的
思
惟
の
影
響
を
受
け

て
、
形
と
大
き
さ
に
よ
り
相
互

に
異
な
る
原
子
を
根
本
要
素
と

し
て
い
る
。

　

原
子
は
無
数
に
あ
り
、
お
の

お
の
は
不
生
不
滅
、
無
始
無

終
、
不
可
分
で
自
己
同
一
を
保

ち
な
が
ら
無
限
の
空
虚
中
を
永

遠
に
運
動
し
、
そ
れ
ら
の
結
合

と
分
離
に
よ
っ
て
、
実
在
世
界

の
質
的
な
多
様
性
と
変
化
が
も

た
ら
さ
れ
る
。

員員 稿稿
会 投

人
間
・
自
然
・
宇
宙
に
つ
い
て
⑥

―

ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
ギ
リ
シ
ャ

 

自
然
哲
学
者
断
片
集
よ
り―

高
砂
市　
　

岡
部
桂
一
郎

　

「
空
虚
が
有
ら
ね
ば
運
動
は

有
ら
ぬ
」
然
る
に
「
空
虚
は

『
有
ら
ぬ
』
が
、
運
動
は
現
に

有
る
。
故
に
空
虚
は
『
有
ら
ぬ

も
の
』
で
あ
る
が
、
有
る
」。

空
虚
は
物
体
に
劣
ら
ず
有
る
と

い
う
考
え
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
が
『
形
而
上
学
』
の
中

で
述
べ
て
い
る
彼
ら
の
理
論
の

一
部
で
あ
る
。

　

「
医
学
の
父
」
と
さ
れ
る
ヒ

ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、
デ
モ
ク
リ

ト
ス
の
教
え
を
受
け
た
。
デ
モ

ク
リ
ト
ス
が
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス

に
宛
て
た
書
簡
集
の
中
に
、
次

の
よ
う
な
個
所
が
あ
る
。「
ヒ

ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
よ
。
人
は
誰
で

も
医
術
の
心
得
を
有
し
て
い
る

べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ

れ
は
立
派
な
こ
と
で
あ
る
し
、

ま
た
生
き
て
い
く
上
で
有
益
な

こ
と
だ
か
ら
だ
。
知
恵
の
探
求

は
医
術
の
姉
妹
で
あ
り
、
配
偶

者
だ
か
ら
だ
。
知
恵
は
情
念
か

ら
魂
を
汲
み
上
げ
、
医
術
は
身

体
か
ら
病
気
を
取
り
去
る
。
健

康
が
あ
る
時
に
知
性
は
増
進
す

る
。
身
体
の
状
態
が
お
か
し
い

時
に
知
性
は
徳
の
実
行
に
熱
意

を
持
つ
こ
と
が
出
来
な
い

…
」。

　

ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
も
自
然
哲

学
者
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え

ら
れ
る
。
哲
学
と
医
学
の
考
え

方
の
方
向
は
違
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
現
代
医
学
の
進
歩
を
み

る
と
き
に
、
古
代
の
賢
人
の
言

葉
を
噛
み
し
め
て
み
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

 

（
お
わ
り
）

2015年度指導等月別実施予定表

歯科で高点数を理由にした個別指導が予定

　協会審査対策部は近畿厚生局兵庫事務
所に行政文書の開示請求を行い、2015年
度保険医療機関等指導等月別実施予定表
（表２）の開示を受けた。
　2015年度の兵庫県下での新規個別指導
は、医科病院３件、医科診療所120件、
歯科62件と、ほぼ昨年並みの実施予定と
なっている。
　個別指導は、医科病院が８件、医科診
療所が18件、歯科が22件予定されてい
る。医科病院は６件→８件と増加してい
るが、医科診療所は29件→18件、歯科も
34件→22件と昨年に比べて減少してい
る。
　個別指導の選定理由は、「情報提供」
「再指導」「高点数」「その他」の４区
分。昨年は選定理由の内訳は非開示とな
っていたが、今年はそれぞれの年度累計
が開示された。医科病院は、全て「再指
導」の８件。医科診療所は、「情報提
供」３件、「再指導」15件。歯科診療所
は、「情報提供」２件、「再指導」16件、
「高点数」４件となっている。
　これまで、兵庫県では高点数を理由に
した個別指導を実施していなかったが、
今年度の実施予定表に初めて歯科が上が
った。全国的に高点数理由での個別指導
が実施されており、今後、医科で対象と
なる可能性もある。
　なお、施設基準調査については医科病
院で63件予定されており、昨年並みとな
っている。

集団的個別指導は廃止を

　集団的個別指導は、県下診療科別平均
点数（表１参照）の1.2倍（病院1.1倍）
以上の医療機関のうち、診療科別に前年
度・前々年度に集団的個別指導または個
別指導を受けた医療機関を除き、医療機
関数の上位８％に該当した場合に対象と
なる。
　集団的個別指導の対象医療機関には３
週間前に実施通知が送付される。今年度

は、医科病院が10月に16件、11月に６
件、医科診療所は10月に174件、11月に
40件、歯科が10月に239件予定されてい
る。実施件数は、病院と歯科はほぼ昨年
並み、医科診療所は68件減となってい
る。集団的個別指導の内容は、現在のと
ころ講義形式による指導のみで、カルテ
を持参するなどの個別部分は行われてい
ない。
　保険医協会では従来から、高点数のみ
を選定理由とした集団的個別指導につい

ては、萎縮診療につながるため廃止し、
保険診療に必要な事項の周知は全医療機
関を対象とした集団指導として実施する
ことを厚生局に求めてきた。
　今年度は歯科で高点数による個別指導
が初めて予定されたが、引き続き、高点
数のみの指導の撤回を求めながら、県下
の指導動向を注視していく。
　協会は個別指導相談や弁護士帯同相談
にも積極的に応じている。実施通知が届
いたらぜひご連絡いただきたい。

　インフルエンザは医師であれば必ず診療する機会のある疾患です。しかし、インフルエンザの診
断、治療、予防については必ずしも適切なアプローチが取られていない事例が散見されます。例えば
インフルエンザが疑われた患者に行った迅速検査が陰性だった場合、翌日もう一度迅速検査をするた
めに再度受診指示が出されていたり、基礎疾患のないインフルエンザ患者にペラミビルを点滴して帰
宅させていたり…必ずしも適切とは言えないインフルエンザ診療が行われている状況を時に目にしま
す。近年、日本の感染症診療は徐々に成熟し、かぜには抗菌薬は使用しない、血液培養は２セット採
取する、といった常識が定着し始めている状況の中、インフルエンザ診療に関してはまだまだ未成熟
の段階にあるのではないでしょうか。インフルエンザシーズンの到来の前に、今一度インフルエンザ
診療の基本について見なおしてみましょう。 【忽那　記】

　堀木訴訟は1970年、全盲で２児を扶養していた母、堀木フミ子さんが、障害と母子家庭という二重
の困難のもと、障害福祉年金と児童扶養手当の併給を認めるよう訴えたもの。憲法25条と生存権のあ
りようは今日も大きな意義をもち、提訴45周年の今、戦後社会保障裁判の意義を問いなおします。

日　時　11月１日（日）13時～17時　　会　場　チサンホテル神戸（JR神戸・高速神戸駅下車徒歩３分）
基調講演「社会保障裁判の系譜と現代的意義」藤原精吾（弁護士）
シンポジウム　①朝日訴訟　公文昭夫（元総評社会保障局長）・井口克郎（神戸大学）
　　　　　　　②堀木訴訟　鈴木勉（佛教大学）・橋本宗明（元全視協会長）・根岸弓（首都大学東京）
　　　　　　　③老齢加算廃止・保護基準切下げ違憲訴訟　尾藤廣喜（弁護士）・鈴木静（愛媛大学）
　　　　　　　④障害にかかわる裁判運動　障害者自立支援法違憲訴訟/65歳介護保険優先問題
参加費　500円

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

日　時　10月31日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　国立国際医療研究センター　国際感染症センター／国際診療部　忽那賢志先生

特別研究会

見なおしてみよう、インフルエンザの診断・治療・予防

堀木訴訟提訴45周年記念堀木訴訟提訴45周年記念ご案内

①病院
一般病院 50,204
精神病院 37,908
臨床研修指定病院等 59,096

②診療所
内科（人工透析有以外・その他） 1,341
内科（人工透析有以外・在宅） 1,539
内科（人工透析有） 8,118
精神・神経科 1,349
小児科 1,010
外科 1,548
整形外科 1,284
皮膚科 662
泌尿器科 1,626
産婦人科 1,007
眼科 847
耳鼻咽喉科 928

③歯科
歯科 1,291

④薬局
薬局 1,089

表１　2015年度　診療科別平均点数　兵庫県

表２　2015（平成27）年度　保険医療機関等指導等月別実施予定表

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年度計

医
科

病
院

集団指導
新規指定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
指定更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
新規登録 261 0 0 270 0 0 0 0 0 0 0 0 531

集団的個別指導 0 0 0 0 0 0 16 6 0 0 0 0 22
新規個別指導 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 3

個別指導

情報提供 0 0 0 0 0
再指導 0 0 0 0 8
高点数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 8

施設基準調査 5 6 6 6 5 6 6 6 6 5 5 1 63

診
療
所

集団指導
新規指定 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 132
指定更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集団的個別指導 0 0 0 0 0 0 174 40 0 0 0 0 214
新規個別指導 8 8 12 12 10 10 12 12 12 12 12 0 120

個別指導

情報提供 0 3
再指導 0 15
高点数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 0 18

医科合計 2 2 2 2 3 3 3 2 2 3 2 0 26
診療所・施設基準調査 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歯
科

集団指導
新規指定 0 11 0 11 0 11 0 11 0 11 0 11 66
指定更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
新規登録 0 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 20

集団的個別指導 0 0 0 0 0 0 239 0 0 0 0 0 239
新規個別指導 4 4 6 6 6 6 6 6 6 6 6 0 62

個別指導

情報提供 0 0 0 2
再指導 0 0 0 16
高点数 0 0 0 4
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 2 2 2 2 2 2 3 4 3 0 0 0 22

（近畿厚生局兵庫事務所開示資料より作成）

お問い合わせは、☎078－393－1807 角屋まで

－人間のくらしと平和を守る市民集会－－人間のくらしと平和を守る市民集会－
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第24回日常診療経験交流会第24回日常診療経験交流会
メインテーマそれでも医療は続くそれでも医療は続く

  ～地域連携の「しわよせ」と「しあわせ」～地域連携の「しわよせ」と「しあわせ」

10月25日（日）10時～17時
神戸市産業振興センター（JR神戸駅から徒歩約７分）

◇特別講演　15時～17時
　「不要な薬を減らすには～ポリファーマシー対策について」

報告者 医療機関名等 職　種 テ　　ー　　マ（仮題含む） 発表時間

分
科
会
Ａ
（
医
科
・
歯
科
・
薬
科
交
流
企
画
）
９
０
１
号
会
議
室

1 広川　恵一 西宮市・広川内科クリニック 医師 高血圧症通院患者100名について2009年から6年目の健康管理の検討
～通院状況・中断背景、降圧状況、使用薬剤及び癌罹患と予後についての検討 10：05～10：20

2 坂井　瑠実 東灘区・坂井瑠実クリニック 医師 人工透析最前線 10：20～10：35

3 清水　純也 たつの市・室井整形外科心療内科 臨床心理士 睡眠ポリグラフでみる高齢者の睡眠状況 10：35～10：50

4 森岡　芳雄 東灘区・東神戸病院 医師 2015年　空気の汚れ調査結果速報 10：50～11：05

5 山中　　忍 灘区・山中眼科 医師 東日本大震災福島第一原発事故避難者自主健診における眼科検診結果について 11：10～11：25

6 日高　貴洋 尼崎市・野村医院 理学療法士 右視床出血を発症した症例～物的介助を利用した屋内歩行の安全性向上を目指して 11：25～11：40

7 永本　　浩 明石市・永本医院 医師 アレルギー性鼻炎の当院の取り組み 11：40～11：55

8 上田　耕蔵 長田区・神戸協同病院 医師 口説明とパンフレット説明による糖質制限食の指導効果 11：55～12：10

9 川村　雅之 伊丹市・かわむら歯科 歯科医師 炭酸ガスレーザーを使った経営戦略 13：00～13：15

10 川村　一喜 伊丹市・かわむら歯科 歯科医師 炭酸ガスレーザーで日常診療にプラスαを 13：15～13：30

11 坂口　智計 須磨区・とも歯科医院 歯科医師 よく咬める義歯を作って介護度を下げよう 13：30～13：45

12 綿谷　茂樹 尼崎市・わたや整形外科 医師 医科「慢性疼痛患者の疼痛コントロール（鎮痛剤の使い方）」 13：50～14：10

13 小田　泰史 西宮市・小田歯科 歯科医師 歯科「ホワイトニングについて」 14：10～14：30

14 森本　　愛 宝塚市・たんぽぽ薬局仁川店 薬剤師 薬科「薬のトラブルの具体的解決法（精神疾患患者、授乳・妊娠患者への投薬等）」 14：30～14：50

分
科
会
Ｂ　

９
０
４
・
９
０
５
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会
議
室

1 大槻　榮人 三田市・大槻歯科医院 歯科医師 小児の顎関節症患者の臨床的検討 10：35～10：50

2 上谷　和久 丹波市・上谷歯科医院 歯科医師 インプラント手術時のオゾン水の活用 10：50～11：05

3 坂尾　福光 西宮市・ビューハイツクリニック 医師 西宮・芦屋支部Medical Englishと医療通訳 11：05～11：20

4 山口扶左子 東灘区・東神戸薬局 薬剤師 残薬再利用の調査によりみえてきたもの 11：25～11：40

5 元持富見代 北区・真星病院　 薬剤師 速乾性手指消毒剤の個人携帯化が及ぼす院内感染制御への影響 11：40～11：55

6 徐　　昌教 中央区・はなクリニック 医師 痛風の病態から副作用の初期症状を見つける～そしてその彼方へ 11：55～12：10

7 谷垣　正人 豊岡市・谷垣医院 医師 但馬における医療提供体制の現状について 13：00～13：15

8 高田　　裕 洲本市・たかたクリニック 医師 日常診療におけるクラウドサービスの活用 13：15～13：30

9 北井　　明 芦屋市・北井内科クリニック 医師 地域連携の『しわよせ』の『しわ』とは何を指すか？を考える 13：30～13：45

〈分科会プログラム（予定）〉10時～15時、９階
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〈会場地図〉

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会 ご参加お待ちしています!!ご参加お待ちしています!!

【ご略歴】1974年京都大学薬学部卒業、75年神戸大学医学部入学・85年卒業、同年同
大学院医学研究科博士課程入学、90年修了、同年４月神戸大学医学部附属病院薬剤部
文部技官、同年８月京都大学医学部附属病院薬剤部文部教官助手、95年４月神戸薬科
大学助教授、02年10月同教授、07年３月神戸大学医学部附属病院教授・薬剤部長

　超高齢化社会を迎え、高齢者特有の疾患対策が喫緊の課題となっている。複数の疾患を持つことが一般的
になっている高齢者の場合、いきおい処方薬の種類も増加する。ポリファーマシーとは、一般的には使用薬
剤が多いことを指すが、それ以外にも潜在的に不適切な処方が含まれていること、同効薬が重複しているこ
と、本来使用されるべき疾患に対して必要な薬剤が処方されていないことも定義として挙げられている。で
は、何剤以上をポリファーマシーというか、については決まったルールはないが、米国では５剤を超えると
処方を検討することを勧める場合が多い。日本老年医学会では、高齢者の薬物治療に関するガイドラインを
策定しており、パブリックコメントを経て近々に発表されることが期待されている。
　ポリファーマシーによって生じる問題点として、薬物有害反応の増大、薬物相互作用の増加、アドヒアラ
ンスの低下と残薬、医療費の増大、死亡率の上昇が挙げられている。昨今では残薬による医療費圧迫が特に
話題に上っており、医薬品の適切な使用と管理について薬剤師の活用が望まれている。 【平井　記】

救急フェスタ 　13時～14時30分　10階1001・1002号レセプションルーム

－いざという時のために－　CPR講習会（心肺蘇生法実技講習会）

展示コーナー等 　10時～16時　９階902・903・906号会議室

ポスターセッション、医院新聞、文化部会員作品展「あなたと私の展示会」、情報ネットワーク部コーナー、
薬科部企画（生薬「桂枝湯」試飲、「歯科領域で使える漢方薬」資料展示ほか）、日常診療川柳・狂歌、東日
本大震災被災地物産展、医療関連業者展示ほか
※先着220名様に、兵庫県下各地の特産品をおみやげとしてお持ち帰りいただきます。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803 研究部まで

神戸大学医学部附属病院薬剤部長
神戸大学大学院医学研究科薬剤学分野教授 平井みどり先生

JR「神戸」駅より徒歩約７分
【地上から】中央改札を出て右。ハウジングデザインセンター神戸
（HDC）の前を通り歩道橋へ。歩道橋で国道２号線を渡りプロメナ神戸
の入口手前を左折。階段を下りて国道２号線沿いの通りへ。国道に向き
合い右手方向へ約100ｍ進む。
【地下から】中央改札を出て右。エスカレーターでデュオこうべ地下街
へ。地下街をそのまま突き当たりまで進み左折。一番奥の階段（浜の手
出口番号28）またはエレベーターで地上へ（国道２号線沿いの通りに出
る）。国道に向き合い右手方向へ約100ｍ進む。
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特別講演

〈タイムテーブル〉
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